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            はじめに 
 

 平成１５年１０月８日、農林水産大臣から日本学術会議会長に対して、 

「地球環境・人間生活に関わる水産業及び漁村の多面的な機能の内容及び評価

について」諮問がなされた。 

 そもそも、日本は四方を海に囲まれ、栄養塩類豊かな海流がもたらす調和の

とれた生態系によって、歴史的にも国民生活と密接に結びつく形で水産業及び

漁村が発達した。そこで水産業及び漁村は、単に水産物を供給するのみならず、

物質の循環、環境の保全、社会の安寧（国民の生命財産の保全）、保養・交流・

学習などの場の提供、また漁村文化の継承、健康の増進など多くの機能を働か

せてきた。しかしながら、日本の漁業を取り巻く環境は、他の一次産業と同様

に就業者の高齢化、経営体の弱体化、また国際化などの課題に直面しており、

これら原因による漁業の減退が地域社会、さらには国民生活全体に影響を及ぼ

すことが懸念される状況にある。 

 そこで近年、水産業及び漁村の存在を再評価するために、その有する多面的

な機能の内容・評価などについて調査研究も行われているが、国際化も含めた

漁業構造変化に加えて、地球規模での環境要因変化が海洋資源管理の視点を複

雑にしており、幅広い学術分野からの知見に基づく領域横断的な評価が求めら

れている。 

 日本学術会議は、この諮問を受けて、直ちに全領域の委員からなる「水産業・

漁村の多面的機能に関する特別委員会」を設置して検討を行った。特別委員会

では、諮問の趣旨に添って「水産業」ならびに「漁村」に関する二つのワ－キ

ンググループで討議を重ねたが、この両者の機能は明確に分離すべきものでは

ないとの認識に立ち、第３回以降は合同会議によって答申書の取りまとめを行

ったものである。 

 水産業及び漁村が有する多面的な機能は極めて多種多様であり、かつその担

うところはまことに重大であるが、まだまだ未解明なところが多い。特に定量

的な評価は調査研究の途上にあり、その評価手法も十分に開発されていないた

めに、今後の研究に待たねばならないところが多いが、本答申の趣旨と内容が

広く国民に理解され、水産業及び漁村の発展、ひいては地域社会の新たな展開

として、国民生活の向上と安寧に寄与することを期待するものである。 
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